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貴陽市周辺では漢語で「土先生」・「鬼師」・「巫師」・「魔公」と呼ばれることが多い。   
プモは男性で，葬送儀礼のほか，厄除け・病気治療・子授けなどの儀礼も行なう。儀礼の司  
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かつてプモはプイ族社会の知識人であると同時に，漢文化の知識を最も多く有する人たちで  
もあった。現在，貴陽市周辺のブイ族の若い世代にはプイ語を話せる人が少なくなり，かえっ  
てブイ語が話せることがプモになるための条件となっている。   
各儀礼を行なうとき，プモは相応するテキストを唱える。テキストはブイ語テキストと漢語  
テキストに分けられる。   
ブイ語テキスト（摩経）   
文字を持たないプイ族は，漢字を借りてブイ譜の音声を表記し，経文だけに使う文字記号を  
作った。文字記号は漢字及び漢字の部首を借用して作った模造漢字に分けられる．っ これらはブ  
イ語に近似した音調しか記録することができないが，記憶だけに頼らず，間違いと遺失が避け  
られるため，比較的安定した形で経文を今日まで伝えてきたと考えられる。   
文字記号には主に以下三つの特徴がある（周1995）。   
（1）漢字の発普を借りて，プイ譜を表す。   
（2）漢字の意味を借りて，プイ語を表す。   








ていたと考えられる。   
プイ語テキストの大半は葬送儀礼で使われる「ビンワン（超度）経」であるー，また，葬送儀  
礼以外の儀礼で使われる漢謂サキストのプイ語版も数多くある。   
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む内容があり，当初は漠族の陰陽先生に頼んでいた。そ－の後プイ族にも陰陽先生の知識を習得  
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他の民族がプイ族のプモに頼み，その儀礼を行ってもらうことは殆どない。   
以下において，プモの班世顕氏に焦点を当て，彼のライフヒストリー，テキスト，儀礼体系  
などについて考察し，プモの儀礼の全体像を明らかにすることを試みる。  
二 班世顕氏とその儀礼  



























2 班氏が執り行う儀礼の分類   
まず，プモとしての班氏が行っている儀礼を大まかに次のように分類しておく。  
① 死者儀礼  
a）超度儀礼 ブイ族の超度儀礼とは，プモにより執り行われ，死者の霊魂を祖先の発  
祥地へ案内し，そこから祖先のいるところ（「祖先界」）へ導く役割を果たす儀礼の  
総称である。  
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多い。  
d）安霊儀礼 位牌を神棚に収める儀礼である。  
（D 痛気治療儀礼  








（彰 械れ除け  
a）掃火星 新築やリフォームの際に行う儀礼で，家を清め，火事を防ぐ。昔は村全体  
を清める儀礼も行っていた（〕  
b）掃牛欄 家畜小屋を泊める儀礼で，家畜の疫病をt；方ぐ 
ゆ 謝土  
a）謝山上 墓地や墓石を建てるときに行う儀礼で，l【陰間」（冥弊）で住むことになっ  
た死者のために，「地府神君」に－・つの敷地を買う儀礼であるIj  
b）謝家土 家を新築及びリフす－ムしたときに行う儀礼で，卜iflほ抽レフたことについ  
て，「地府神君」にお礼を言う儀礼である。，  





㊥ 生命強化儀礼 夜泣きや身体が弱い子供のための儀礼である。、  
a）週間 聖母娘娘に願掛け，子供に36の関門を通らせる。  
b）家橋を架け渡す。⑤のb）とほぼ同じ作法であるが，ヒョウタンや瓜などの掛け物  
は佗わない。橋は子供の寝室に置く。  
3 儀礼で使われる法具と品物など（写真2）   
ここで，班氏の解釈に基づいて，儀礼で佗われる法具と品物などについて紹介する。  
a）祭壇 祭壇は普通依頼者の家のテーブルを使って正庁に設けられ，テーブルの上に  
米を盛った析を載せ，そこに線香，蝋燭などを立て，道具や供物を配置する。善い  
神々を迎えて儀礼を行う際は，テーブルを神棚に面して設置し，悪い神々を迎える  
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際には厳に面して設置する。  
b）符車 道教儀礼から受容したものである。道教儀礼の場合は「符」とよばれ，広く   
民間宗教の儀礼に伝えられている。黄色の紙に，文字や様々な象徴的な符号が書か   
れており，「神繁」などを鎮圧し，災いを追い払うなどの目的で多くの儀礼で使われ  
ている｛）  
写真2 祭壇  
c）（神の）位牌 符章と同じサイズの紙であり，儀礼で迎える神の名前が書かれてい   
る。殆どの儀礼で用いられている。位牌は黄色，赤，緑の三つの穫頬に分けられ，   
善い神は赤で，悪い神は黄色で，両者の中間に立つ神は緑を用いる。  
d）八卦 退散や摸族の民間信仰の場合は「奮」とよばれているが，班氏が「八卦」と   
呼んでいる。址氏が持っている八卦は牛角で作られ，二つを以て一対と為し，片面   
が平（陰）で，片面が丸い（陽）。真申から割った笥の形をイメージして作られたと   
いう。各儀礼で招いた神々は土地神によって迎えられ，八卦は土地神の神意を伺う   
ときに投げる。班氏が「請土地神歌」と唱えながら八卦をテーブルに投げ，うまく   
陰陽と出れば，土地神が願いを聞き届けたとされる。八卦は殆どの儀礼で使われて  
いる。  
e）藁人形 依頼者のかたしろとして用いられる。班氏が前もって作るが，儀礼を行う  
－165－   
前に，依頼者の上着を切って作った服を藁人形に着せる。  
f）草の束 「バマン」という草の束で，神繁や邪気を追い払う道具である。  
g）藁の輪 藁で括った輪で，神髄などの痛鬼が人に災いをもたらす道具や，人の罪な   
どを表し，それが解けることによって，人が災いから解放されるという。  
h）着物 依頼者の普段着や帽子などで，病気治療などの儀礼の必需品である。  
i）線香 線香を焚くことは「上香」といい，線香の煙が神々に通じるとされている。  
j）紙標（白い切紙） 神々への案内状である。  
k）紙銭 紙銭を焼いて神々にささげる。  
1）雄鶏 雄鶏は霊力を持つ動物と見なされ，供犠として殆どの儀礼で用いられる。特  
に魂を呼び戻す場合には欠かせない。  
m）その他の動物 犠牲としてよく佗われるのが豚と牛で，その頭と足を用いて，豚あ  
るいは牛であることを示す。また犬，山羊，鷲鳥なども使われる。  
4 儀礼の基本手順   
儀礼によって異なるところもあるが，基本的な手順を整理してみる。  






（む 土地神を迎える〔3のd）の「八卦」を参照〕。土地神を迎えるときに咽える「謂土  
地神歌」は漢語版とプイ言吾版と両方を有し，班氏は儀礼の内容と依頼者の状況に合  
わせて，ブイ譜版のみを唱えるか，両方咽えるかを判断する。  
（卦 読繚 その儀礼に相応する緯文を読み上げる。，  
④ 領牲 それはその儀礼で迎える神に犠牲をささげる儀礼で，犠牲を殺し（あるいは  
殺す振りをし），神々にそれを受け取るよう願掛ける〔，  
① 回熟 回熟は肉を煮て再びテーブルに戻すという意味である。神々に肉はすでに煮  
たので，食べてくださいと告げる。各経文の「回熟文」の一節を読み上げるrJ  
（釘 送神 神を送り返す。  
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放する儀礼が行われる。  
5 『喪事備要・解紫須知』からみた班氏の儀礼経験  









（∋ 神繁の大小を問わず，儀礼の手順をそろえなければならない。プモは自ら言動を慎  
み，他人との雑談などを禁じ，参列者にも静粛にすることを要求する。  
（∋ 儀礼を手伝う人を選ぶとき，真面目な人を選ぶこと。  
（卦 解熱儀礼で使われた品物を移動する場所などは自分で決める。そして品物を全部焼  
いてしまうまではその場を離れないこと。  
④ 雄鶏などの供物は目的に応じて用い，同じ供物は2回以上使わないこと。  
（封 プモと依頼者の間に信頼関係がないと，儀礼は成功しない。  
⑥ プモは能力相応の儀礼を行うこと。身のほど知らずに強引に行った場合，依頼者に  
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6 事例   




渡す」儀礼も行った。   
解架儀礼   
「陽刃繁」・「飛刃繁」などの神然は極めて凶悪で，追い払わないと妊婦が出産中に生命の  
危機があるとされる。儀礼の手順は次の通りである。   




を用いる。   
② 先師を迎える。姓氏は紙銭を焼きながら，「講師呪」を読みながら，祭壇の先師を招き寄  
せる。   
③ 水を清める。班氏は三本の線香を焚き，それを持って，清水碗の上で，水を清めるため  
しゆじゆ   の光を書く。また白い紙標がつけられた刃物と，焼いた紙鋭でそれぞれ水面に光を書く。  
こうして清水に霊力を加える。紙銭の灰は清水に入れる。  
④ 珪氏は依頼者夫婦を祭壇に背を向けて座らせ，左手に水の入った碗をもち，右手に依頼  
者の服を持ち，水を口に含んで噴出し，プイ語で神々にこれから儀礼を行うことを告げ  
る。  
⑤ 土地神を迎える。今回はブイ語版の「請土地神歌」を唱えた。  
⑥「解退陽刃繁・飛刃科文」の繚文を咽える。「解退陽刃繁・飛刃科文」のブイ語版と漢語  
版の両方を交替で唱える。  
⑦ 領牲 山羊，鷲鳥，雄鶏を殺す。  
⑧ 二人の手伝う人が敷居の外側にたち，一人が紙銭を焼き，一人が12の輪で結んだ真の輪を  
解いて焼く。姓氏は「解罪悪」の1節を唱え，依頼者の背負っている罪業を取り除く。  
⑨ 回熟 山羊，驚鳥，雄鶏を敷居の外側に置き，焼いた紙銭の火にあてる。班氏が「回熟  
文」を唱える。  
⑲ 山羊，費鳥，雄鶏の足と口先を切り，赤・緑・黄色の紙に包む。祭壇に載せる豚の足と  
口先も紙に包む。  
⑪ 祭壇にある黄色い符章・三脚などのものを筑に移し，祭壇を撤去する。班氏は左手に清  
水碗をもって，右手で草の束をもち神＿を外に追い出す。水を敷居の外側に沿って撒く。  
⑫ 珪氏と依頼者の父親などが再び近くの山の平地に祭壇を設ける。班氏は「山上設壇」の  
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1節を唱える。紙に包んだ動物の足と口先を埋める。三脚，符章，藁人形，旗などを焼  
いていく。   






橋を祭壇につける。儀礼の手順は次の通りである。   
血 祭壇を設ける。祭壇を神棚に面して設け，当日の朝作られた橋をつける。また，祭壇に  
は米を盛った桝，位牌，線香，蝋燭，豚の頭，依頼者の服，紙人形などを置く。   
② 土地神を迎える。姓氏が「請土地神」を唱える。聖母娘娘に神熱がすでに追い出された  
ので，これからこの子を加護するようにと願を掛ける。  
（身 軽文を唱える。   
④ 領牲 雄鶴を殺し，聖母娘娘にささげる。   
喧）回熟 鶏に熱湯をかける，毛を取り除き，皿に載せ，祭壇に置く。班氏が「回熟文」を  
唱える。  
（む 「遺構」の1節を唱える。   
⑦ 胎児の魂を呼び戻す。羅さんの母親が祭壇の左側に座り，一掴みの米を手にとり卵を上  
に載せて胎児の魂を呼び戻す。魂が帰ってくると卵が動くという。班氏は「叫魂経」を  
唱えながら五色の切紙をつけた細い竹竿を持ち，その切紙で研に刺された紙人形をとる。   
⑧ 切紙などを橋に飾り，橋を寝室に移す。紙人形を寝室の壁に貼る。  
三 プモ儀礼からみるブイ族の「漢化」  







あると考えられる。   
① 地域偏差への考慮の欠如 周はプイ族全体を対象として考察して結論づけている。実際  
彼が提示した経典の内容や儀礼などの分析からみると，貴川西南部などの「濃化」の度  
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合いがより低い区域の事例が多く，発表者の調査地である貴陽市周辺の事例との相違が  
多く存在する。   











と考えられるが，周はこのような儀礼をプモの儀礼から排除したのかもしれない。   








たる神である「元始天尊」とは同一存在であると解釈している。   
本稿ではプモの班世顕氏を取り上げ，彼と彼の儀礼の全体像をみてきたが，それは周の「モ  
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2 プモ儀礼からみるブイ族の「漢化」   
まず，本稿はプモとその儀礼をブイ族の民間信仰と位置付け，考察していきたい。民間信仰  
という用語を用いることによって，より広い視点からプイ族の信仰を動態的に考察することが  
出来ると考える。以下において，プモの儀礼を「漠化」の問題を中心に検討する。   
プモ儀礼にはたくさんの外来の要素が取り込まれているが，特に道教の色合いが濃いといえ  
る。それは「漠化」によってもたらされた結果であると考えられる。しかし，彼らは漠族に吸  
収されることなく，独自の儀礼伝統を推持してきたのである。   
ブイ族が独自の儀礼体系を維持できたのは，彼らが漢文化を導入する際，常に自らの工夫を  
もって漢文化を再解釈，再構成して利用しているからである。結果として，彼らは湊族に吸収  

















みた「漢化」についてさらなる分析の余地がある。   
また，今後同じ地理空間に住む漠族の儀礼の調査を行い，ブイ族の民間信仰と漠族の民間信  
仰との類似性と連続性について提示していきたい。  
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カ，ロシア，ドイツ，ブラジル ，マダガス  
カル及び台湾などの国や地域から研究者が  













































（察 文高）  
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